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刊行の趣旨

片桐洋一（大阪女子大学名誉教授）
山本登朗（関西大学教授）

　日本古典文学の中で、『伊勢物語』ほど多くの読者に愛された作品は他にない。早く『古今
集』や『源氏物語』にその影響が見られるが、鎌倉・室町時代になると、『伊勢物語』を読むた
めに作られた注釈書からの影響が軍記物や謡曲にまで及ぶのである。まことに『伊勢物語』
の場合は、作品そのものの影響だけでなく、注釈書の影響が一つの文学史や文化史を形作
っているのである。
　このような観点から中世の『伊勢物語』注釈書の役割を重視した片桐洋一は、昭和四十四
年（一九六九）に『伊勢物語の研究［資料篇］』を上梓し、同書はその後四度も版を重ねている。初
版刊行当時まだ学生だった山本登朗は、この『伊勢物語の研究［資料篇］』によって『伊勢物
語』注釈書の存在を知り、やがてその研究を始めることとなったが、同じようなきっかけで
『伊勢物語』注釈書に興味を持ち始めた研究者は、他にも多い。
　近年、『鉄心斎文庫伊勢物語古注釈叢刊』や『伊勢物語古注釈コレクション』などが相次い
で刊行され、従来容易に見ることができなかった数多くの古注釈が、おもに影印の形で紹
介・公開された。これらは、『伊勢物語の研究［資料篇］』以来蓄積された研究成果のたまもの
であり、『伊勢物語』注釈書の研究、そして『伊勢物語』の研究は、これによって、いまあらた
な段階を迎えつつある。
　
　ここに刊行する『伊勢物語古注釈大成』は、それらの成果のうえに立って、『伊勢物語』の
主要な古注釈をあらためて体系的に編集・翻刻し、専門家による解題と詳細な索引を付け
て、原本に忠実にして読みやすい本文を広く提供しようとするものである。これによって『伊
勢物語』注釈書の世界は、これまで以上数多くの人々に開かれ、さまざま活用にされること
になるであろう。
　なお今回は、『伊勢物語の研究［資料篇］』や『伊勢物語古注釈コレクション』等にすでに翻
刻されているものと同じものを採用することは極力避け、やむを得ず採用した場合は底本
を変えるようにしたので、活字本としてはすべてが新資料であると言ってよい。
　千年以上にわたって継承されてきた『伊勢物語』の享受の歴史が、本大成の刊行によって
広く理解され、さらに受け継がれてゆくとともに、これを踏まえた『伊勢物語』の研究が、今
後より一層深い段階へ進むことを願ってやまない。
　

推薦の辞
伊勢物語の世界へと参入する悦び
秋山　虔（東京大学名誉教授）

　伊勢物語の成立・伝流・享受等に関する研究をまとめられた片
桐洋一氏の『伊勢物語の研究［研究篇］』は、研究史に期を画する
金字塔であったが、氏の学説の依拠資料の集成である大著『伊勢
物語の研究［資料篇］』を繙くとき、今更ながら時代時代の人びと
の魂を吸引しつづけたこの歌物語の奥知れぬ魅力がおのずと実
感される。この「資料篇」に集成されている古注釈群との対話に
よって、学界を席捲することになった片桐氏の学説が熟成した
のだといえようが、その片桐氏に私淑し歩調を合わせつつも、細
緻な独往の追究によって伊勢物語の本姿に迫ろうとする一連の
作業で注目を浴びておられるのが気鋭の山本登朗氏である。
　さて、上の片桐・山本両氏の責任編集による『伊勢物語古注釈
大成』全七巻�別巻一が誕生することになった。これは壮観であ
る。近時すでに鉄心斎文庫蔵の古注釈や片桐氏編集の古注釈が
上梓されているが、それらの成果を踏まえてあらたに精撰され
た諸書の体系的に編集・翻刻されるのがこの叢書である。詳細な
解説も有益であり、私たちは多種多様な案内に導かれて伊勢物
語の世界へと参入する悦びを満喫することができよう。
　
　
古典の注釈の成り立ちと変遷を
考える上にも有意義
島津忠夫（大阪大学名誉教授）

　『伊勢物語』は『古今和歌集』とともにもっとも重要な古典であ
り、その本文ばかりでなく、その注釈までもが、後代の文学の生
成の上に果たした影響は極めて大きい。従来、本文だけではどう
してもはっきりしなかった連歌や謡曲の典拠が、古注釈をもい
っしょに考えることによって、明らかになったことを知らされ
た時の驚きは、今もはっきりと思い出すことができる。いまここ
に中世から近世初期にかけての『伊勢物語』の古注釈が、新しい
資料を求めて、改めて体系化されることは、大きく言えば、わが
国の古典の注釈書の成り立ちと変遷を考える上にも有意義であ
ると言わねばならないであろう。『伊勢物語』の古注釈に新たな
意義を見出だして学界を先導されて来た片桐洋一氏、『伊勢物語
』の古注釈を細かく後付けられて来た山本登朗氏の責任編集で、
気鋭の研究者により、翻刻・解題・索引の試みられることは、まこ
とに喜ばしい。ただに『伊勢物語』の専攻者ばかりでなく、中世文
学や近世文学の研究者にもひろく目を通してほしいと思う。そ
こにはきっと思わぬ新しい世界が開けてくることであろう。
　

　
国語史、国語学史の研究の面からも
刊行を喜ぶ
築島　裕（東京大学名誉教授）

　『伊勢物語』は、その成立間もない平安時代において、既に多く
の文学作品に引用されたばかりでなく、鎌倉時代以降になって
も、国文学の種々のジャンルに亘って、大きな影響を与えて来た。
そして、『古今和歌集』『源氏物語』と並んで、史上、最も重視され
た古典であった。鎌倉時代以降、多数の注釈書が編纂されたが、
その中では、『伊勢物語』が当時、どのように理解、読解されて来
たかという状況が、如実に反映されている。
　編者の片桐洋一氏は、『伊勢物語』の研究の第一人者であり、そ
の業績は学界から高く評価されている。今回、氏を中心として、
その教えを受けられた方々や、氏と学問的交流の深い方々の多
大の努力によって、今日まで傳存した多数の古注釈書の中から、
二十余種の文献を精選して『伊勢物語古注釈大成』七巻＋別巻一
が編纂刊行されることになった。『伊勢物語』の古注釈書は、近年、
影印や翻刻が種々公刊されているが、今回の『伊勢物語古注釈大
成』は、何れも原本を忠実に翻刻したもので、活字翻刻本として
は何れも今回初めて公刊されるものの由である。
　『伊勢物語古注釈』が『伊勢物語』自体の研究に必須の資料であ
ることはいうまでもないが、同時に、中世以降の受容の足跡を通
じてこの物語の本質に迫るために見逃せない文献であり、更に、
これらの著述は、その中に現れる当時の国語史上の事象や、国語
に対する注釈者の意識について、多くの貴重な材料を提供する
ものであって、国文学史研究に併せて、国語史、国語学史の研究
の面からも、『伊勢物語古注釈大成』の刊行を喜び、推薦の辞を呈
する次第である。
　

もう一つの伊勢物語の出現
馬場あき子（歌人）

　此の度、片桐洋一氏の御尽力によって『伊勢物語古注釈大成』
七巻�別巻一が刊行されるという。心ときめく思いをもつ一人で
ある。長年、能に親しんできた私にとって、能の「杜若」や「雲林院」
「小塩」などに作り込まれている『伊勢物語』の業平像は、荒唐無
稽に近づく奔放さをもちながら、無類の真実感を発揮する魅惑
の力をみせつづけている。
　人が歌を詠んで、韻律ある言葉の洗練を誇る場面は、まだかな
り劇的な時期であったといえようか。人の心を捉えた歌は、誰が、
いつどんな場面で詠んだかを語らずにはいられない欲求があっ
たにちがいない。片桐氏のいわれる「段末加注」は、さらにとっぴ
な空想や暗示、こじつけまで加え、物語の累加部分は増えつづけ
たようだ。それは語り手の熱意に温められ、ふしぎな説得の力を
もっている。
　高子后と業平の神代とか、春日野と武蔵野の同義性、「伊勢や
尾張」の「過ぎにし方」の秘事等々、古注釈の謎のような世界こそ、
おそらく「伊勢物語研究」のもう一つのはじまりとなるものであ
ろう。
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